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　このたび，新刊『作業療法の曖昧さを引き受けるというこ
と』（医学書院）が上梓された。本書は，常にゆらぎのある
臨床の最前線で，その曖昧さを引き受ける覚悟を決め，真摯
に対象者との協働実践を続ける作業療法士に向けた，齋藤氏
と上江洲氏の共著である。
　2人の著者と，まさに臨床の最前線で曖昧さを引き受けな
がら対象者と向き合い続ける藤本氏と米国留学でエビデンス
に基づく作業療法を学んだ経験を持つ髙橋氏を迎え，「作業
療法の曖昧さ」をどのように解釈し，実践に臨んでいるのか
を学ぶ座談会を開催した。 
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齋藤　作業療法士は，他職種からどん
な仕事をしているのかよくわからない
と言われることがあります。われわれ
作業療法士自身も作業療法の曖昧さを
感じる場面を多々経験します。日々曖
昧さを引き受けながら臨床で尽力する
作業療法士の皆さんを支えるために，
上江洲先生と書籍『作業療法の曖昧さ
を引き受けるということ』を上梓しま
した。
　本日は，臨床現場の最前線で活躍す
る藤本先生と，米国留学でエビデンス
に基づく作業療法を学んだ経験を持つ
髙橋先生にも登壇していただき，作業
療法の曖昧さをテーマに話を進めてい
きたいと思います。

全てを定量的に判断できない

齋藤　初めに，作業療法に曖昧さを感
じる場面を共有していただけますか。
藤本　養成校では作業療法を実施する
ための検査法と手順を一通り習い，実
習では学校で学んだ通りに検査を実施
しました。そのため，「手順通り検査
して対象者の機能を回復させることが
作業療法だ」との認識で臨床の世界に
飛び出したのですが，作業療法には画
一的に「これが正解」と言える方法は
なく，途中で修正することを前提に計
画を立てて進めなければならないとい
う現実に直面しました。設計図のよう
に計画を固めて，作業療法を進めるだ
けではいけなかったのです。
　目の前の対象者に最善の作業療法が
できるようさらに勉強しましたが，知
れば知るほど作業療法がわからなくな
り，その曖昧さを認識するようになり
ました。

髙橋　作業療法は，アウトカムそのも
のが曖昧です。私は作業療法にはエン
パワメントが大切であり，対象者が健
全になるというよりは「これから苦労
することもあるけれど，自分自身で生
活できそうだ」と感じた時に，作業療
法士が手を離せば良いと考えています。
　もちろん，機能回復の程度や ADL
の改善度など，細かく見ていけば定量
化できるアウトカムも多数あります。
しかし，総合的に対象者がエンパワメ
ントされたかは可視化しにくいため，
曖昧という言葉がしっくりきてしまう
と感じます。

退院後の生活から 
目標を設定する

上江洲　髙橋先生のおっしゃる通り
で，私もエンパワメントを大切にして
います。一方で，作業療法中に対象者
をエンパワメントすることが困難な理
由の一つに，入院・入所生活の非日常

さが挙げられます。入院や入所生活は，
住み慣れた地域で大切な活動にかかわ
りながらの生活とはかけ離れており，
自分の取り戻したい生活がイメージし
にくいことから，対象者が明確な目標
を持ちづらいケースがあると考えてい
ます。作業療法士は，退院前に対象者
と一緒に自宅を訪れ，自宅で安全に生
活できるかを家屋評価することがあり
ます。自宅で大事にしてきた活動に触
れて体験することで，対象者自身だけ
でなくその家族にとっても作業療法の
目標が明確となる場合があります。
齋藤　書籍『作業療法の曖昧さを引き
受けるということ』の中で，骨折した
認知症女性が退院前訪問の際にピアノ
を見つけて童謡の『チューリップ』を
弾き語り始めたエピソードがありまし
たね。
上江洲　そうです。あのエピソードは
私の実体験をベースにしているのです
が，あの時の状況は音もにおいも質感
も，鮮明に覚えています。家族も喜ん
で「おふくろが戻ってきた感覚でした」
と言っていましたね。
藤本　私も主に回復期を担当している
ので，そうした経験はよくあります。
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対象者の自宅へ一緒に入った瞬間に，
入院患者としての「患者役割」から，
家の主や主婦といった「本来のその人
の役割」に戻ることがあります。
齋藤　家族は病棟で過ごす対象者を
「障害者」や「患者」として見てしま
うことがあるために，私は作業療法室
や病棟で作業療法を実施する際にも，
対象者が作業している姿をできるだけ
家族に見てもらうことを大事にしてい
ました。場所が病院であったとしても，
大切な作業にその人がかかわる姿を見
てもらうことで，家族も対象者の「そ
の人らしさ」を想起しやすくなるから
です。これは私の後輩のエピソードに
なりますが，ずっと施設入所を希望し
ていた家族が，作業療法室内の和室で
茶話会をしている対象者を見て，「あ
のひとは患者じゃなくて私のお母さん
なんだ，家に連れてかえらなきゃ」と
認識が変化したことがありました。

対象者の希望との狭間にある
プロフェッショナリズム

齋藤　本書では，主人公が対象者の目
標設定に難渋する様子が描かれていま
す。実際，多くの作業療法士が目標設
定の難しさに日々直面しています。な
ぜ目標設定は難しいのでしょうか。
髙橋　作業療法は対象者が本当にその
人らしく生きていくことの支援である
が故に，対象者が自分と向き合えてい
ない場合，目標が見いだせないからで
しょうか。
　私はそうした状況においては，まず
はささいなことでも良いので，希望が
表出されることが大切だと思っていま
す。例えば「ラーメンを食べに行きた
い」とかでも良いと思います。ささい
な希望の表出をしっかりとキャッチし
て，その実現を支援していく過程が，
その後の目標設定のきっかけになるこ
ともあります。対象者の価値観が表出
されるまでには多くの時間や丁寧な寄
り添いが必要な場合も多く，作業療法
士には「覚悟」が求められます。
藤本　オーダーメイドな目標設定が必
要なことも難しさの一因でしょう。福
祉用具の発達等により対象者の可能性
は広がっています。まだ一義的な目標
設定が実施されている場面もあります
が，今後さらに対象者の希望や可能性
に応えることができるオーダーメイド
な目標設定が求められるでしょう。
上江洲　病気によっては徐々に身体・
精神機能が低下していく可能性もあり
ます。そうだとしても，能力向上のた
めだけに訓練するのではなく，今ある
能力を生かして目標に向かうことも作
業療法ですよ，と対象者に伝えること
は大切です。作業療法の目標を設定す
る上でも，対象者とかかわっていく中
でも，作業療法の目的に立ち返り，ず
れていないかを振り返って意識するよ
うにしてほしいです。

齋藤　対象者から目標を引き出すこと
が大切な場合もありますし，作業療法
士が目標を提案しリードする場合もあ
ります。しかし，どちらも対象者の心
理状態や時期によっては効果的に作用
しません。「オーダーメイドな目標設
定」には，その目標の中にどのような
作業が含まれているか，という意味だ
けではなく，対象者の心理状態や時期
を踏まえ，どのような目標の決め方を
するか，という意味も含まれますよね。

悩みはなくならない， 
うまく悩む

齋藤　皆さんはキャリアを重ね，漠然
と悩んでいた時期を越えて作業療法の
奥深さに気付かれたと思います。その
転機についてお話しいただけますか。
藤本　先輩からのアドバイスで悩みを
断ち切れたことです。最初にもお話し
しましたが，作業療法は学べば学ぶほ
どわからなくなる毎日で，そのことを
相談しました。すると，「作業療法士
のあなたが学び，行っていることは作
業療法なので間違っていない。でも，
もっと深めることはできる。深めよう
とする姿勢が大事であって，悩んでい
る時間があれば，もっと勉強しなさい」
と言われました。本当にその通りだと
思い，作業療法に向き合い学び続けよ
うと割り切れたのがきっかけです。
上江洲　日本の伝統芸能や武道の世界
に「守破離」という言葉があるように，
まずは作業療法の理論を学び，まねる
よう実践して身につけることも大事で
すよね。とにかく理論書を読み込んで，
それを実践し，振り返り，また理論書
を読みながらの修正を繰り返した経験
が今のベースになっています。
髙橋　私は自分らしい作業療法が見え
たことがきっかけです。ある対象者が
亡くなられた後に見つかったお手紙に
「一緒に悩んでくれてありがとう。一
緒に考えて一緒に失敗してくれてあり
がとう」と書かれていたのです。成し
遂げた何かではなく，共に考えた過程
が対象者の印象に残っていたことに驚
き，対象者の思いを共有して寄り添う
点に，自分らしい作業療法を見いだせ
ました。
齋藤　悩みが一つ解消されたら次の悩
みが始まる。つまり，ぱっと霧が全て
晴れるというよりは，少しずつ光が差
してくる感じですね。

一つずつ曖昧さをひもとく

齋藤　最後に，学生や悩み続けている
作業療法士だけでなく，さまざまな課
題に悩んでいる他の医療職の皆さんに
もメッセージをお願いできますか。
藤本　今回の座談会のテーマである曖
昧さから逃げず，引き受けながら曖昧
さの正体を一つずつひもとくことは本
当に大切だと思っています。ありきた

りな言葉で完結して曖昧さを割り切っ
てしまうのではなく，一度立ち止まっ
てその曖昧さに関心を注ぎ，考えても
らいたいです。その曖昧さには専門性
による難しさや，自分の仕事に対する
やりがいなど，いろんな要素が含まれ
ていると思います。まずは身の回りの
身近な曖昧さから探してみてください。
髙橋　医療者として働く全ての方にと
って，上手に悩む，正しく悩むという
ことはとても大事です。正解があるわ
けでもなく，これなら大丈夫という保
証がない中でも，試行錯誤する勇気を
持つことが仕事を楽しむためにも大切
です。そのために，さまざまな悩みを
人と話すことは，頭の中が整理される
だけでなく，自分が一人ではないとい
う心の支えにもなります。困った，悩
んだ，もう無理と思った時にこそ，人
を信じて悩みを打ち明けてほしいです。
上江洲　自分らしさは自らの経験から
形作られるものです。皆さんがかかわ
った対象者や同僚との出来事や会話，
何か学びを見つけようと読んでいる本
から，自分らしさが作られていきます。
今，さまざまな課題に悩んでいる人は，
そのまま悩み，もがき続けることでい
つか自分らしさが見つかるでしょう。
　今回の座談会に登壇している全員が

多くの経験をして，それぞれカラーの
ある作業療法観ができ上がっていま
す。そして，われわれの作業療法観も
明日の経験によって変わっていくもの
であることをわかってもらえれば，皆
さんも安心して今ある課題に悩めるか
と思います。
齋藤　われわれも悩んでいましたし，
今でも悩み続けています。ただ，その
悩み方はポジティブで，苦しんでいる
というよりは冒険をしているような感
じかもしれません。このようなマイン
ドセットでいられたら，みんな悩みな
がらも，前に進んでいくことができる
ように思います。
　仕事をするうえで大事なことは，自
分がやると決めたことを好きになる努
力をすることです。今は何をするにも
二言目に権利と義務の話が出てくるこ
とが多いです。権利を行使することは
当然大切ですが，そればかりだと本来
ある仕事の魅力が見えづらくなってし
まいます。自分が志した仕事を長く続
けていくためにも，好きになる努力を
しながら，同じ志を持った仲間と一緒
にゆっくり歩んでほしいと思います
し，本書がそんな皆さんの背中を優し
く押してくれる存在になれたらと願っ
ています。 （了）
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